
「
や
れ
ば
で
き
る
。」

こ
の
言
葉
を
信
じ
て
政
治
の
世
界
に
飛
び
込
み
ま
し
た

埼
玉
県
議
会
は
県
民
７
２
０
万
人
の
意
思
決
定
の
場
で
あ
り

意
見
も
方
向
性
も
多
種
多
様
で
一
筋
縄
に
は
い
き
ま
せ
ん

し
か
し
、私
は

一
人
ひ
と
り
の
声
な
き
声
に

一
つ
ひ
と
つ
真
剣
に
向
き
合
い

魂
を
込
め
て
県
政
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た

そ
し
て
、政
策
を

一
歩
二
歩
と
前
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

戸
田
市
選
出
の
県
議
会
議
員
と
し
て

取
り
組
ん
で
き
た「
成
果
」の
一
端
と

公
約
に
対
す
る
自
分
な
り
の「
評
価
」を
お
示
し
し
ま
す

四
年
間
、ど
う
働
い
た
の
か
の「
ま
と
め
」を
ご
覧
い
た
だ
き

皆
さ
ん
の
率
直
な
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
下
さ
い

私
は
、こ
れ
か
ら
も

し
が
ら
み
の
な
い
立
場
を
貫
き

志
を
高
く
保
ち

政
策
本
位
で
成
果
を
出
す
こ
と
に
こ
だ
わ
り
ま
す

懸
命
に
働
く
現
役
世
代
、幸
せ
を
願
う
シ
ニ
ア
の
方
々

そ
し
て
、未
来
を
夢
描
く
子
ど
も
た
ち

一
人
ひ
と
り
の「
願
い
」と「
未
来
」の
た
め
に

全
身
全
霊
を
込
め
て
挑
戦
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す

駅頭活動800日以上！
10年前から継続して駅頭活動を行っていま
す。コツコツ続けて800日を越えました。

政務活動費全面公開！
政務活動費の収支報告書を毎年、全戸配布
とホームページで公開しています。

調査なくして発言なし！
初心を忘れずに徹底して現場主義を貫いて
います。政治の課題は議場にはありません。

レポート配布126万枚！
県が何をやっているのかわからない。そん
な声に応えるべく、年間約5回の議会報告を
市内全域に配布しています。

政務活動の見える化！
レポートの「本人の一行日記」や、フェイス
ブック、ツイッターを通じて本人の普段の活
動を見えるようにしています。

政策提言を成果に繋げる！
政策という手段を通じて暮らしの課題一つ
ひとつの解決に繋げてまいりました。
その一端は次のページをご覧下さい。

４年間の

伝
え
ま
す
！

見
え
ま
す
！

や
り
ま
す
！

伝
え
ま
す
！

見
え
ま
す
！

や
り
ま
す
！
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自宅：戸田市美女木８－２１－６
Email：mail@sugawarafumihito.com
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【略歴】昭和５０年７月３０日生まれ(３９歳)
戸田市立美谷本小学校・美笹中学校卒 埼玉県
立伊奈学園総合高校卒 日本体育大学卒(教員免
許取得) 明治大学大学院修了(公共政策学修士) 
元社会体育会社代表
【政治歴】平成17～23年 戸田市議会議員(2期) 
平成23年 県議会議員に当選(１期)～現在に至る 
【所属】会派「刷新の会」幹事長代理 青年地方議
員の会副会長 埼玉県体操協会副会長 埼玉坂本
龍馬会幹事 日本自治体危機管理学会会員
【趣味】読書 史跡巡り Ｂ級グルメ探し 【特技】
バク転 のび太並みの早寝 【座右の銘】上杉鷹
山公の「なせば成る、なさねば成らぬ、何事も」
【家族】父・母・妻・娘（2歳）・息子（0歳）・犬1匹
【夢】努力した者が報われる社会を実現すること

菅原文仁プロフィール

選挙の前だけではありません。
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下水処理場に
まだ残る含有
灰の処分を早
期に進めます。

医療の地域偏
在解消に向け
あらゆる医療政
策を進めます。

マップを活用し
た防災訓練な
ど防災力の強
化を進めます。

情報システムの
業務継続計画の
推進など危機管
理体制を着実に
推進します。

産業交流、教
育交流、観光
交流に結び付
けます。

国を愛し郷土に
誇りがもてるよう
な心を育てる教
育を推進します。

「放射性物質から県民
を守る決議」を提案し
て可決しました。

震災事故対応

夜中に子供が急な病気や
怪我の時、相談する相手が
いない！困った！

　　小児救急電話相談の時間
帯は19時～23時。夜中こそ相
談したいはずでは？

Ｈ23年9月 一般質問

医療の充実について

「核家族率日本一の埼玉県だからこそ
相談時間を朝まで延長すべき。」

Ｈ24年7月 実現!

相談時間が深夜23時から翌朝7時ま
で拡大！（予算額2,455万円）

　深夜の保護者の不安を解
消し、不必要な受診の抑制
を促すことを意図して提案し
ました。
 今後は電話回線の更なる増
強、救急出動の抑制、救急医
師の負担軽減なども課題とな
りますが、これからも子育て
世代の代表として、さらなる
環境の改善に取り組みます！

子育て支援
すがわらの取組 成 果 今 後課 題 

深夜の時間帯にもつながる小児救急電話相談
（＃8000）を実現しました。

２０１２年
メディア掲載！

１
年
目

２０１１

「県外医学生に対する奨
学金の貸与制度」が実現
しました。（予算2,900万円）

医師不足解消

災害対策
各種ハザードマップ※

を整備する市町村を
大幅に増やしました。

「業務継続計画支援事
業※」が実現しました。
（予算額400万円）

災害対策

環境問題 生活排水処理施設（浄化槽）の管理状況の改善を
促し、着実に改善しています。

法定検査が1年間で1万件増加！

Ｈ２４年２月 予算委員会

浄化槽の管理について

「県内の浄化槽の検査率を向上させて、
清掃や保守点検を把握すべき。」

平成2５年度 大幅改善！
県内市町村等に対する指導が強化。
法定検査実施件数が大幅に改善！

　県内河川の水質改善に
むけて提案しました。
　今後は法定検査受診率
の更なる向上はもとより、
単独浄化槽を合併浄化槽
への転換や市町村による
新たな管理方式の導入が
課題です。これからも効果
の高い河川環境改善策を
提言し続けます！

県内の河川水質（中川・綾
瀬川）は全国ワースト1位
と2位。県内の河川水質の
改善が急務！

　　県の浄化槽の法定検査率は
全国44位。原因の一つは浄化槽
の法定検査率にあるのでは？

すがわらの取組 成 果 今 後課 題 

埼玉県と台湾の交流の
ため「日台友好議員連
盟」設立を実現しました。

国際交流

県立高校の体育祭でし
っかり国旗掲揚をするよ
う促し、実施されました。

教育問題

２
年
目

２０１２

10月1日

災害ハザードマ
ップ

３月７日

浄化槽維持管理

２月１０日

テレ玉出演

10月1日

緑の事業

10月1日

医師不足解消

すがわら文仁４年間の

※自然災害による被害を予測して被害範囲を地図化したもの。利用することにより災害発生時に住民は迅速・的確に避難を行うことができ被害低減に非常に有効なツール。

※大規模災害時においても行政機能、行政活動を継続するため、事前に必要な資源の再配分や対応方針、手段を定める計画。

10月30日

テレ玉出演

（２）平成２７年２月発行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　埼玉県議会議員（無所属）すがわら文仁レポート第６４号

２０１１
メディア掲載！

放射性物質対策 H23年6月 可決！取組 成果

医療の充実 H24年度 事業化！取組 成果

危機管理 H23年 一元管理に！
ハザードマップ作成市町村数（埼玉県内）

取組 成果

H24年度 事業化！取組 成果

Ｈ24年12月 議連発足！取組 成果

危機管理

台湾自費視察

教育問題 H24年度から改善！取組 成果

　　 
除染など徹底的に推進す
る決議文を作成し議会に
提出。

　　 
医師を確保するために県
外にも奨学金の別枠を設
けるべきと提案。

　　 
県内の総点検と作成支援、
情報の一元管理をすべきと
主張。

決議が可決され、県の放射
性物質除への対策がさらに
加速！

毎年5名の県外医学奨学
生が増加して医師不足の
解消を推進！

　　 
県内で計画策定している自
治体がないので県が計画策
定を支援すべきと提案。

　　 
地方議員団で訪台し李登
輝氏と懇談。「埼玉県と台
湾を繋げます」と約束。

　　 
国旗だけ掲揚されないの
は違和感があるのでしっか
り掲げるべきと提案。

　　 
支援事業は１年で終了した
がH２６年度末に策定予定
の自治体は５３に増加！

県議４５名に働きかけて友
好議連が結成。以降、台湾
との交流が活発化！

学校判断により次年度の
体育祭からは国旗の掲揚
が実施！

Ｈ２３年6月
決議文

Ｈ２３年9月
一般質問

Ｈ２３年9月
一般質問

Ｈ２３年9月
一般質問

Ｈ２4年9月
視察

Ｈ２３年9月
一般質問

23 年度 26年度
地震 60 全市町村
液状化 49 51
土砂災害 7 16
内水 7 32



母と子の健康
を守るために
できることを全
力で進めます。

全ての学校で
拉致問題の理
解を深める取
組を進めます。

地域によって不
均衡が生じる国
の制度改善も求
めてまいります。

さらなる警察
人員の確保と
未然防止を進
めます。

新料金制度では
事業の効率化に
よる料金の引き
下げを進めます。

さらに公正で責
任ある財政運
営を提案して改
革を進めます。

▼職員時間外勤務手当

県内全域に抗体検査が行
われていない母子感染※の
注意喚起を実現しました。

母子感染予防

菅原の質問で教育局職員
が時間外勤務を1485時間
行い残業代だけで513万
円貰っていた事が
明らかに。

　　公務員の残業代は青天井。
だからこそ厳しい時間外勤務へ
の指導が必要では？

Ｈ２４年度 決算委員会

教育委員会審議

「時間外勤務が一部の職員に偏らない
よう適正な勤務管理に努めるべき。」

平成25年度 大幅削減！

質問が新聞に掲載され注目を浴び、支給
額、最長時間ともに大幅な改善が実現！

　公務員の人件費は貴重な
税金であり、労務管理上も
時間外勤務の短縮とワーク
シェアが求められています。
　今後は長時間労働の更
なる是正とともに、ワークラ
イフバランスの推進なども
課題です。より一層、ムダ削
減と効率的な行政運営を求
めてまいります！

行政改革
すがわらの取組 成 果 今 後課 題 

公務員の多すぎる時間外勤務と青天井の残業代
を削減しました。

２０１３
メディア掲載！

11月3日

職員残業代

3月1日

高校入試 3月1日

東京五輪

３
年
目

２０１３

北朝鮮拉致問題を人権教
育として県内５６１校で活
かすことを実現しました。

人権教育

県独自の「被災者安心
支援制度」が実現しまし
た。（予算額1億560万円）

災害対策

県警に２４時間ＤＶ・ス
トーカー対策を行う体
制が実現しました。

安心・安全

医療・介護 遠くに行かなくてもリハビリテーション医療が受
けられる仕組みをつくりました。

Ｈ２５年２月 一般質問

保健医療の充実について

「地域で安心してリハビリテーション医療を受
けられるよう県で支援体制を構築すべき。」

平成26年4月 事業化！
「地域リハビリテーション支援体制整備
事業」が実現！（初年度予算額392万円）

 リハビリテーション医療に
関わる資源の効率的な運
用体制をつくるために提案
しました。
 今後はすべての医療圏で
のサポート体制構築や市町
村との連携強化をはかり、
誰もが自立して生活を継続
できる体制整備を進めてま
いります！

高齢化社会におけるリハ
ビリテーション医療の需要
は急拡大。

　　医療の地域偏在が著しい埼
玉県ではリハビリ医療と介護等
の連携体制がないのでは？

すがわらの取組 成 果 今 後課 題 

企業の使用水量に見合
った料金体系へと制度
を改革しました。

産業支援

「債権の適正な管理に
関する条例」が実現し
ました。

財政健全化

４
年
目

２０１4

2014年
メディア掲載！

総支給額 2億8,847万円 2億5,639万円

最高支給額 513万円 283万円

最長時間 1,485時間 906時間

3,207万円減！

230万円減！

579時間減！

H24年度 H25年度

７月1日

自転車ナビライ
ン

2015年1月1
８日

テレ玉出演

10月11日

埼玉県選挙区割

※妊婦健診での公費負担のない感染症としてトキソプラズマ症やサイトメガロウイルス感染症があります。

もっと詳しい内容はホームページをご覧ください！　http://sugawarafumihito.com
平成２７年２月発行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　埼玉県議会議員（無所属）すがわら文仁レポート第６４号（３）

H25年4月 実施！成果

H25年度 増加！成果

H26年度 事業化！成果

母子感染対策取組

教育委員会審査取組

会派緊急要望取組

改善事項 Ｈ26年4月 新設！取組 成果

工業用水道 H26年11月 開始！取組 成果

企画財政部 H26年度4月 施行！取組 成果

　　 
母子感染の正しい予防知
識をすべての妊婦に周知徹
底すべきと提案。

　　 
県内の全校で拉致問題啓
発アニメ「めぐみ」をさらに
活用すべきと提案。

　　 
竜巻被害で露呈した国の制度
の不備を補う独自の制度を創
設すべきと知事に要望。

H２６年度の母子手帳から
母子感染防止関連情報3
ページ分が追記される！

人権教育の題材として拉致
問題を取り上げる学校が７２
校増加し５６１校で実施！

国の制度で救済されない被
災者への支援金と家賃給付
を補償する制度が実現！

　　 
さらに相談しやすい環境や
安全を確認する体制を構
築すべきと提言。

　　 
節水しても料金が変わらな
い制度は見直し企業努力に
応える制度にすべきと提案。

　　 
滞納により不良化する未収
債権を適正化して回収業務
を効率化すべきと要望。

　　 
「人身安全初動指揮本部」新
設により事案対応件数と出動
件数が増加して未然防止に！

「料金制度検討意見交換会」
が開催。新料金体制に向けた
具体的な議論がスタート！

条例施行により未収債権
の効率的な縮減と徴収業
務の適正化が実現！

Ｈ２5年2月
一般質問

Ｈ２4年度
決算委員会

Ｈ２5年9月
要望

Ｈ２４年度
決算委員会

Ｈ２6年6月
一般質問

Ｈ２4-26年度
会派要望



教
育･

子
育
て
医
療･

健
康

環
境･

ま
ち
づ
く
り

福
　
祉

安
全･

生
活
産
業･

雇
用

行
財
政
改
革
議
会
改
革

知育･徳育･体育の徹底 ICT教育推進、道徳教育推進、武道や舞踊の推進等 一･委･要･交 ○ 理数教育の強化や道徳教育の徹底を要望。伊奈学園中学の教科書は要望した育鵬社が採用された。
公立校の中高一貫教育化 中高一貫教育校を増加等 一･要･交 △ 一般質問にも取り上げる。「中高一貫教育推進ガイド」が作成され普及の環境が整いつつあるが道半ば。
学校の荒れ対策 幼保小連携、親学推進、いじめ･不登校対策充実等 委･要･交 ○ スクールカウンセラー、ソーシャルワーカーへの支援等を総合的に要望。いじめ非行防止支援員が新設。
子どもの貧困対策 ひとり親家庭支援の拡充、就学援助の地域格差是正等 委･交 ○ 貧困対策を要望。生活保護受給世帯の子どもに対する学習支援「アスポート」が拡充して高校進学率上昇。
児童虐待防止 児童相談所の人員加配、地域小規模児童養護施設の増設等 委･要･交 △ 児相の児童福祉司が10名増加して体制強化が進んだ。核家族やひとり親世帯への対策強化を要望した。
待機児童対策 保育園の増設支援や新規参入促進、保育ママ制度拡大等 要･交･議 ○ 毎年予算拡大を要望。５か年計画の待機児童数の目標値を議会側で上方修正するなど、積極的に関与した。
学童保育の充実 学童保育の対象年齢拡大等 要･交 ○ 子ども子育て支援新制度により平成27年度から６年生までの拡大。学童団体との懇談や要望活動も支援した。
小児医療の拡充 子ども医療費無料化拡大等 一･委･要･交 △ 一般質問では特に小児医療センターの小児がん対策を強化するよう提案。子ども医療費は県として進展なし。
周産期医療体制整備 PICUやNICUの増設、不妊治療費助成拡大等 一･委･交 ○ 毎年周産期医療の充実を要望し、全県でNICUが 118床整備された。不妊治療は医療保険適用を国へ要望。
医師不足対策 臨床研修医の県内誘導促進、小児科産科を医師確保対策等 一･委･交 ◎ 総合的な医師不足対策を一般質問等で提案。翌年総合医局機構や新たな奨学金制度などが設置。
医療体制の整備 中核的医療機関の整備促進、救急医療体制の構築等 委･要･交 ◎ 医師確保対策を一般質問で提案。総合医局機構や奨学金制度が新設。私大医学部付属病院誘致に発展。
四大疾病対策 がん対策強化、地域医療連携クリティカルパスの共有化等 委･要･交･議 ◎ 平成２５年１２月「がん対策基本条例」が議員提案で成立し対策強化。県立がんセンターも新設され機能強化。
自殺防止対策 自殺対策条例の制定、相談体制強化、自死遺族のサポート等 要･交 × 毎年予算を要望したが、4年間の中で対策の内容に大きな変化は生じなかった。積極的な関与が乏しかった。
高齢者福祉の環境支援 福祉施設の第三者評価拡充等 一･委･要･交 ◎ 議員として第三者評価を初めて取り上げる。受審施設が２年間で１７件から３４件へと倍増。
独居高齢者対策 高齢者の見守りネットワークを構築等 交 △ 毎年単身高齢者対策を要望。「埼玉県要援護高齢者支援ネットワーク会議」による見守りが継続中。
発達障がい支援 早期発見支援を推進し、親同士が相談しやすい体制等 委･要･交 ○ 毎年要望。ペアレントメンターによる相談実施、中核発達支援センター３か所設置。就労支援拠点も整備。
障がい者の自立支援 自立支援と雇用拡大による受注拡大の支援等 委･要･交 ○ 職員の障害別の採用目標の検討や、積極的に優先調達を推進する事を要望。調達目標額が3600万円に。
生活保護の自立支援 不正受給防止、職業訓練支援、ケースワーカー加配等 委･要･交 ○ ケースワーカー増員を毎年要望。監査を通じた増員指導を実施。不正受給事案に関する告訴方針が制定。
地球温暖化対策 再生可能エネルギーの普及促進等 要･交 ○ 毎年要望と交渉。モデル地区への新たな補助が実施。産官学の再生可能エネルギー支援も事業化。
生物多様性の保全 自然環境･希少種保護推進、生物多様性保全条例の制定等 要･交 △ 遊水地における生物多様性の研究を要望。条例制定は見通しが立たず。
河川の浄化と再生 合併浄化槽設置を推進、規制緩和による河川敷の利活用等 委･要･交 ◎ 合併浄化槽の法定検査率について質問や要望を行ない改善。規制緩和による河川敷利用が2か所で実現に。
道路網の整備促進 圏央道の早期完成等 要･交 ○ 桶川北本 IC～白岡菖蒲 IC間の開通を毎年要望。開通の見通しが「１５年度」に1年延期となる。
自転車の埼玉をつくる 安全な自転車道の整備、自転車の駅拡大等 一･委･要･交 ◎ 自転車レーン･道の整備推進を毎年要望。「自転車すいすい55プラン」による整備でレーンを35ｋ整備。
警察力の強化 警察官大幅増員、ストーカーDV対策徹底、振込詐欺対策等 委･要･交 ◎ 毎年増員を要望。３年で定員48人増加に。「人身安全初動指揮本部」設置によりＤＶ対策が拡充。
危機管理体制の構築 市町村の業務継続計画策定、集合住宅等の耐震化促進等 一･要･交 ◎ 市町村の業務継続計画の策定数がゼロから平成２６年度末には５３件に拡大。
消防救急機能の高度化 メディカルコントロール体制整備、救急救命技術高度化等 委･要･交 ○ 認定･登録救命士のさらなる増員を要望。タブレットを活用した「救急医療情報システム」が開始。
文化と藝術の推進 基金を活用したメセナ活動の活性化等 交 × 市の文化活動支援への助成やさいたま芸術劇場との連携を交渉するが動かず。他に動きなし。
スポーツの振興 トップアスリートの支援、県施設や学校の施設開放等 委･要･交 ○ 指導者の活動支援を要望。生涯スポーツリーダー研修会、スポーツ医･科学研修会が開催。
動物愛護の普及と啓発 虐待防止対策、業者指導の強化、マナーアップ対策等 一･要･交 ○ 毎年予算増を要望。一般質問で警察と保健所の連携強化や地域猫推進を提案。3年間で殺処分数が半減に。
新卒雇用の創出 埼玉版の紹介予定派遣事業の実施等 要･交 ◎ 中小企業や介護人材の雇用対策として採用。26年度は300名に。7割が正規雇用に切り替わっている。
中小零細企業の育成支援 中小企業振興条例を改正等 委･要･交･議 ○ 平成２４年９月定例会において、議員提案による改正中小企業振興基本条例が可決。
県制度融資の拡大 融資枠の拡大による新規融資制度の創設等 交 △ 毎年金融機関の貸し渋り防止対策等を要望。エネルギー対策強化や女性経営者支援の融資制度が創設。
ベンチャー企業育成 ベンチャー支援センターの拡充等 委･交 ○ 創業支援対策の拡充を毎年要望。女性起業支援ルーム「COCOオフィス」が開所した。
社会的企業の側面支援 社会的企業の公共的事業を拡大等 要 △ 行政に協力していうるNPOへの補助拡大を毎年要望。「NPOによる共助社会づくり推進事業」が拡充。
財政健全化 財政健全化条例の制定等 委･要･交 △ 中長期の財政計画策定を提案するが実現に至らず。臨財債除く県債は1700億円減少に。
公務員人件費の削減 職員数減、人件費総額削減等 一･委･要･交 ◎ 指摘により、教育局職員の時間外勤務手当の総額が3,200万円削減、最高支給額も230万円削減された。
情報公開の徹底 予算編成の過程公開等 交 × 積極的な取組みも少なく、検討にも至らず進展もしなかった。
県有資産の利活用 不要な公共施設等を再活用等 要･交 ◎ 要望していた意義の乏しい県営宿泊施設の奥武蔵あじさい館（年補助金6,000万円）の廃止が実現。
補助金改革 時限化方式で補助金改革を断行等 要･交 △ 平成 25年度、役割を終了した事業などスクラップする方針が明確になったが基本的には時限化となっている。
公共調達改革 低価格入札への重点調査制度等 要･交 △ 入札資格に社会保険加入等を条件とするなど、低入札価格調査制度が拡充。県内業者の仕事確保も要望。
民営化推進 提案型公共サービス民営化制度の導入等 要･交 ○ 利用率向上を求めてきた県平和資料館に指定管理者制度を導入。提案型制度については進展なし。
議員の質を高める 議会基本条例を制定等  × 提案準備を行うも、議題として採用もされず、やむを得ず断念。研究は継続している。
議員報酬の削減 報酬を3割削減等 議 × １年目の２０％削減を２年目以降継続するよう、会派として強く主張したが採用されず。その後も動かず。
議会定数の削減 選挙区を見直しと定数の大幅な削減等 議 △ 実現に至らず。しかし平成２６年９月定例会に８名削減の「刷新の会案」を提出したが否決された。 
政務調査費の改革 第三者による監査制度と全面公開、５割削減等 議 ○ 削減の議論には至らず。しかし刷新の会の主張で全面公開は実現。会派の取組はニュース２３でも放映。
海外視察の廃止 公費の海外視察の廃止等 議 △ 議会全体では廃止に至らず。しかし会派として政務活動費を使った海外視察は自主的に制限した。

項目 施策 取組状況 評価 達成状況

バリアフリーや
自転車レーン整
備により市内県
道の快適化をさ
らに進めます。

戸田市との協
議を踏まえて県
の協力を引出
す努力を続け
ます。

市民の声も活
かした素敵な
公園になるよう
働きかけます。

戸田公園駅前の歩道
のバリアフリー化延
伸が実現しました。

オリンピック道路

子供が自然に触れ合える
機会が少ない現代、河川整
備のあり方も変化。

　　北戸田駅周辺のまちづくりに
合わせて、もっと子供が水辺に親
しめる河川整備ができないか？

Ｈ２３年９月 一般質問

笹目川の再生について

「従来型のコンクリート護岸の笹目川。水
辺に親しめる新たな河川事業の検討を。」

Ｈ２４～２７年度 事業化！

川のまるごと再生プロジェクトに笹目
川が選定され事業開始！（予算額８億円）

　戸田市の子供たちが魚
やザリガニを取って遊べる
ような水辺を願って提案し
ました。
　H２７年度末の整備完了
に向けた課題を解決すると
ともに、今後は河川を守る
市民参加の拡大と更なる
水質の改善をはかってまい
ります！

戸田市の課題解決にむけて
 毎年、上田知事と直接協議する
場を設けて、市内の諸課題につい
て要望を行っております。
 地元の課題を一つひとつ解決で
きるように、これからもあらゆる場
を通じて働きかけを行ってまいり
ます。

笹目川
すがわらの取組 成 果 今 後課 題 

子どもと遊べる多自然型の川岸と遊歩道の整備
を実現しました。

戸
田
市

地　元

笹目側から上部公園にア
クセスできる環境を提案
し着実に進んでいます。

水循環センター

県立戸田公園の新た
な景観づくりを提案し
着実に進んでいます。

県立戸田公園

Ｈ２３年９月
一般質問

Ｈ２5年2月
一般質問

Ｈ２6年6月
一般質問

Ｈ24年度から実現！取組 成果

H26年度 設計開始！取組 成果

Ｈ26年度 検討開始！取組 成果

　　 

国道１７号から戸田公園駅
前まで連続性ある歩道整
備をすべきと提案。

　　 

地元住民の災害時の緊急
避難場所としてアクセス道
の設置を提案。

　　 

北側ウッドデッキとエント
ランス広場の景観改善をす
べきと提案。

戸田公園駅西口周辺の県
道がバリアフリー化され、
快適な駅前歩道が実現！

Ｈ29年度の公園全面供用
開始に合わせて歩行者用
スロープの設計が実現！

市と県で戸田公園の整備
のあり方や役割分担につい
て検討開始！

すがわら文仁４年間の
２０１１年　県議会議員選挙　選挙公約　達成状況自己評価シート

取組状況  【一般質問＝「一」、常任・特別･予算･決算委員会＝「委」、会派予算要望＝「要」、担当課などとの交渉＝「交」、議会としての取り組み＝「議」】
評価の基準  【取組みが具体的な成果につながった＝「◎」、取組みが改善につながった=「○」、取組みが間接的な効果を生んだ=「△」、取り組めていないか諸事情で断念=「×」

県道練馬川口線

荒川水循環センター

県立戸田公園

（4）平成２７年２月発行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 埼玉県議会議員（無所属）すがわら文仁レポート第６４号

公約の「できたこと」だけでなく、「できなかったこと」も正直
にお示しして、皆様から率直なご批判やご激励を頂き、次の
政策推進に繋げてまいりたいと思います。


